
が
見
込
ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
の

総
称
。

　

図
書
館
で
借
り
た
本
の
履
歴
を
、
専

用
端
末
で
預
金
通
帳
の
よ
う
に
印
字
で

き
る
通
帳
の
こ
と
。

　

対
象
エ
リ
ア
を
地
下
鉄
東
西
線
沿
線

か
ら
市
全
体
に
広
げ
た
市
民
参
加
型
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
「
Ｗウ
ィ
ーＥ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
開
催
す
る
実
践
型
の
講
座
の
こ

と
。
今
年
度
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し

て
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
人
材
を
育

成
す
る
「
メ
デ
ィ
ア
ク
ラ
ス
」
等
５
講

座
が
開
催
さ
れ
る
。

　

中
学
校
進
学
を
契
機
と
し
て
、
学
習

や
生
活
等
の
変
化
に
な
じ
め
ず
、
不
登

校
や
い
じ
め
が
増
加
す
る
と
い
う
現
象
。

本
市
で
は
、
学
力
向
上
の
ほ
か
、
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
解
消
の
た
め
、
小
学
校
高
学

年
で
教
科
担
任
制
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

起
業
家
な
ど
が
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
、
ア
イ
デ
ア
実
現
な
ど
の
目
的
の

た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
不

特
定
多
数
の
人
か
ら
資
金
を
集
め
る
こ
と
。

　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

こ
と
。
い
じ
め
、
不
登
校
な
ど
の
課
題

に
対
し
て
、
教
育
分
野
だ
け
で
な
く
社

会
福
祉
等
の
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を

用
い
て
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
児
童
生
徒
の
置
か
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
環
境
に
働
き
か
け
て
支
援
を
行
う
。

　

仙
台
市
防
災
対
応
小
型
太
陽
光
発
電

機
器
購
入
補
助
金
の
こ
と
。
太
陽
光
発

電
お
よ
び
蓄
電
池
を
組
み
合
わ
せ
た
小

型
機
器
の
購
入
費
用
を
一
部
補
助
す
る
。

　

「
出
て
い
く
、
外
向
き
の
」
の
意
。

観
光
分
野
で
は
自
国
か
ら
外
国
へ
の
旅

行
や
旅
行
客
等
を
意
味
す
る
。
対
義
語

と
し
て
、
外
国
か
ら
自
国
へ
の
旅
行
等

を
指
す
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
が
あ
る
。

　

定
年
退
職
後
や
女
性
の
子
育
て
後
な

ど
の
第
二
の
人
生
に
お
け
る
職
業
の
こ
と
。

　

企
業
等
の
会
議
（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
、

企
業
等
の
行
う
報
奨
・
研
修
旅
行
（
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
旅
行
）
、
国
際
機
関
・

学
会
等
が
行
う
国
際
会
議
（
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
）
、
展
示
会
等
（
エ
キ
シ
ビ

シ
ョ
ン
、
イ
ベ
ン
ト
）
を
指
す
英
単
語

の
頭
文
字
で
あ
り
、
多
く
の
集
客
交
流

　

永
年
に
わ
た
り
市
政
発
展
に
尽
く
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
、
全
国
市
議
会
議
長

会
総
会
に
お
い
て
、
次
の
議
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

○
特
別
表
彰
（
議
員
在
職
25
年
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　

柿　

沼　

敏　

万　

　
　
　
　
　
　
　

木　

村　

勝　

好

　
　
　
　
　
　
　

赤　

間　

次　

彦

　
　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

正　

昭

　仙台市議会では、インターネットによる
議会中継を実施しています。６月からスマ
ートフォンやタブレット端末でも生中継・
録画中継をご覧いただけるようになりまし
た。生中継ではリアルタイムで議会の様子
を、録画中継では過去２年分の録画データ
を公開しています。
　ぜひ、ご利用ください。

　

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
が
、

本
会
議
を
傍
聴
さ
れ
る
際
に
手

話
通
訳
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

傍
聴
予
定
日
の
３
日
前
（
土

日
・
祝
日
を
除
く
）
の
正
午
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
〉

　

議
会
事
務
局
庶
務
課

TEL
（
２
１
４
）
６
１
６
４

FAX
（
２
６
５
）
９
６
２
６

　

付
託
さ
れ
た
３
議
案
の
う
ち
、
第
96

号
議
案
は
賛
成
多
数
で
、
そ
の
他
２
議

案
は
全
会
一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
本

会
議
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
あ
た

　

り
要
し
た
費
用
の
総
額
と
市
負
担
額

○
選
挙
公
報
の
カ
ラ
ー
化
に
つ
い
て

　

付
託
さ
れ
た
４
議
案
の
う
ち
、
第
96

号
議
案
お
よ
び
第
１
０
１
号
議
案
は
賛

成
多
数
で
、
そ
の
他
２
議
案
は
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
本
会
議
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
安
全
性

○
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
役
割

○
（
仮
称
）
七
郷
第
二
小
学
校
の
建
設

　

付
託
さ
れ
た
２
議
案
は
、
全
て
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
本
会
議
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
待
機
児
童
対
策

○
３
歳
以
上
児
受
け
入
れ
の
解
決
策

○
公
立
保
育
所
整
備
拡
充
の
財
政
支
援

　

お
よ
び
民
間
へ
の
施
設
整
備
費
補
助

　

改
善
に
か
か
る
国
へ
の
要
望

　

付
託
さ
れ
た
第
96
号
議
案
は
、
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
本
会
議
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支
援
事
業
、

　

中
山
間
地
域
等
担
い
手
収
益
力
向
上

　

支
援
事
業
の
事
業
内
容
お
よ
び
目
的

○
台
南
市
旅
行
代
理
店
等
の
招
請
を
中

　

心
と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　

付
託
さ
れ
た
４
議
案
の
う
ち
、
第
99

号
議
案
は
賛
成
多
数
で
、
そ
の
他
３
議

案
は
全
会
一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
本
会

議
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
岩
切
駅
の
自
由
通
路
整
備
の
完
了
時

　

期
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
協
議
内
容

○
市
有
地
処
分
に
係
る
適
正
な
売
却
価

　

格
の
決
定
の
在
り
方

　仙台市議会では、市議会をもっと身近に感じてもらうために、小学校
５年生から高校３年生までを対象とした子ども議会の参加団体を募集し
ています。このプログラムでは、子どもたちが実際の議場や委員会室で、
議長や議員などの役割を演じながら、審議を体験し、地方議会の仕組み
を学習します。校外学習などにぜひご利用ください。
＜お申し込み・お問い合わせ＞
　　　　　　　　　　　　議会事務局調査課　TEL（２１４）６１６９

スマートフォンでの視聴イメージ

endai city assemblyendai city assembly endai city assemblyendai city assembly

市
長
は
、
社
会
保
障
の
財
源
確

保
に
は
消
費
税
増
税
し
か
な
い
と
い
う

認
識
を
改
め
、
法
人
税
の
見
直
し
な
ど
、

応
能
負
担
と
累
進
課
税
の
原
則
を
貫
き

所
得
の
再
分
配
機
能
を
果
た
す
税
制
へ

の
転
換
を
国
に
強
く
求
め
る
べ
き
。

　
　
　

消
費
税
を
社
会
保
障
制
度
の
財

源
と
す
る
こ
と
は
、
少
子
高
齢
化
の
時

代
に
お
け
る
制
度
の
安
定
的
な
運
営
の

た
め
、
他
の
税
目
の
可
能
性
も
勘
案
し
、

国
の
検
討
を
経
て
決
め
ら
れ
た
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
消
費
税
増
税
は
、
消

費
抑
制
効
果
を
緩
和
す
る
経
済
政
策
と
併

せ
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

国
の
基
準
で
は
、
育
児
休
業
中

の
場
合
な
ど
が
待
機
児
童
に
含
ま
れ
ず
、

数
字
が
実
態
と
か
け
離
れ
て
し
ま
い
問
題

だ
。
実
態
を
把
握
し
て
保
育
基
盤
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
よ
り
良
い
保
育
の
実
施

の
た
め
保
育
士
の
処
遇
改
善
を
図
る
べ
き
。

　

待
機
児
童
に
係
る
事
態
の
整
理

の
た
め
に
は
、
国
の
基
準
に
よ
る
こ
と

は
適
切
と
考
え
る
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
組
み
合
わ
せ
て
保
育
基
盤
整

備
を
進
め
て
い
き
た
い
。
保
育
士
の
処

遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
捉
え
て

国
に
必
要
な
要
望
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
は
中
学

　

校
卒
業
ま
で
拡
大
し
、
一
部
自
己
負

　

担
お
よ
び
所
得
制
限
は
撤
廃
を

○
被
災
者
に
対
す
る
国
保
と
介
護
の
一

　

部
負
担
金
等
免
除
制
度
の
復
活
を

○
郵
便
投
票
制
度
の
周
知
・
改
善
と
大

　

学
へ
の
期
日
前
投
票
所
の
設
置
を

○
原
子
力
発
電
所
を
再
稼
働
さ
せ
ず
、

　

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
自
治
体

　

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
き　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
に
備
え
、

被
災
都
市
の
責
務
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
災
害
の
教
訓
や
防
災
・
減
災
対
策
を
検

証
し
、
今
後
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
。      

             

　
　
　

災
害
が
起
こ
っ
て
も
機
能
不
全

に
陥
ら
な
い
都
市
の
構
築
に
向
け
た
総

合
的
な
防
災
・
減
災
対
策
を
取
り
ま
と

め
、
各
都
市
の
防
災
対
策
に
反
映
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
意
を
用
い
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

             

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
復
興
対

策
実
施
計
画
」
は
東
北
の
各
都
市
と
の

連
携
が
不
十
分
で
あ
る
。
一
層
の
経
済

連
携
を
進
め
る
と
と
も
に
、
Ｍ注
３

Ｉマ

Ｃイ

Ｅス

の
共
同
誘
致
な
ど
の
取
り
組
み
を
求
め
る
。

　
　
　

県
庁
所
在
地
５
市
と
情
報
交
換

し
、
東
北
地
方
で
連
携
し
た
取
り
組
み

が
重
要
で
あ
る
と
い
う
点
で
一
致
し
て

い
る
。
今
後
と
も
各
都
市
の
活
力
向
上

に
つ
な
が
る
連
携
分
野
を
検
討
し
た
い
。

　　
　

　
　
　

　
　
　

鉄
道
は
重
要
な
都
市
基
盤
の
一

つ
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に

は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
連
携
は
欠
か
せ

な
い
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
ま
ち
づ
く
り
へ

の
関
わ
り
を
促
す
努
力
を
求
め
る
。　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
お
け
る
主
体
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
な

が
ら
、
一
層
の
連
携
を
図
り
た
い
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行
ト
ラ
ブ
ル

○
待
機
児
童
の
解
消
や
祖
父
母
世
代
の

　

参
加
等
子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
を

○
Ｊ
Ｒ
岩
切
駅
構
内
南
北
自
由
通
路
等

　

新
設
工
事
の
費
用
負
担
の
在
り
方

子
ど
も
の
健
全
な
発
育
、
子
育

て
家
庭
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
た
め
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
は
重
要
な
施

策
だ
。
子
育
て
し
や
す
い
仙
台
を
目
指

し
、
県
の
補
助
拡
充
に
と
ど
ま
ら
ず
、

本
市
独
自
の
水
準
を
示
す
な
ど
、
助
成

制
度
拡
充
を
自
ら
努
力
す
べ
き
。

      

　
　
　

子
育
て
環
境
を
よ
り
一
層
充
実

さ
せ
る
こ
と
は
、
喫
緊
の
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
秋
口
ま
で
に
明
ら
か
に
さ

れ
る
県
の
制
度
の
拡
充
内
容
を
見
定
め

つ
つ
、
本
市
独
自
の
拡
充
に
つ
い
て
具

体
的
な
制
度
設
計
を
急
ぎ
、
来
年
度
中

に
制
度
拡
充
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

断
層
に
よ
る
直
下
型
大
規
模
地

震
の
熊
本
地
震
を
教
訓
と
し
、
本
市
で
も

想
定
さ
れ
る
長
町
ー
利
府
線
断
層
帯
に

よ
る
地
震
へ
の
対
策
を
再
検
証
す
べ
き
。

　
　
　

　
　
　

熊
本
地
震
で
は
多
数
の
車
中
泊

者
発
生
な
ど
新
た
な
課
題
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。
国
の
検
証
作
業
や
本
市
派
遣

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
な
ど
を

踏
ま
え
本
市
の
地
震
対
策
を
再
検
証
し
、

必
要
な
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

○
Ｇ
７
仙
台
財
務
大
臣
・
中
央
銀
行
総

　

裁
会
議
の
総
括
と
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

　

誘
致
活
動
の
今
後
の
取
り
組
み

○
待
機
児
童
解
消
に
向
け
、
預
か
り
保

　

育
の
人
件
費
補
助
拡
充
な
ど
の
支
援

　

に
よ
り
、
私
立
幼
稚
園
と
３
歳
未
満

　

児
保
育
と
の
連
携
を
促
進
し
、
就
学

　

前
ま
で
安
心
し
て
通
え
る
取
り
組
み
を

○
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
積
極
的
推
進
と
台

　

湾
や
タ
イ
と
の
相
互
交
流
拡
大

○
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
は
主

　

体
と
な
る
民
間
の
力
を
最
大
限
発
揮

　

で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

　
　
　

今
年
５
月
の
市
議
会
４
会
派
に

よ
る
助
成
拡
充
の
申
し
入
れ
に
対
し
、

市
長
は
こ
れ
ま
で
の
見
解
を
改
め
、
前

向
き
な
考
え
を
示
し
た
。
今
後
の
拡
充

策
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

　
　
　

助
成
制
度
の
土
台
で
あ
る
県
の

補
助
制
度
の
拡
充
方
針
が
示
さ
れ
、
具

体
の
内
容
が
秋
口
ま
で
に
明
ら
か
に
な

る
。
今
後
、
県
制
度
の
拡
充
内
容
を
見

定
め
、
本
市
独
自
の
拡
充
に
つ
い
て
具

体
的
な
制
度
設
計
を
急
ぎ
、
来
年
度
中

の
制
度
拡
充
に
向
け
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　

民
間
活
用
に
よ
り
公
園
の
活
性

化
を
図
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
状
は
公

園
ご
と
の
特
色
や
資
源
が
有
効
に
活
用

さ
れ
て
い
な
い
。
解
決
に
は
公
園
を
経
営

す
る
と
い
う
パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

視
点
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
が
い
か
が
か
。

　
　
　

パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
導
入
は

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
民
間

事
業
者
に
よ
る
公
園
の
整
備
・
運
営
管

理
の
導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
残
り
任
期
が
１
年
と
な
っ
た
奥
山
市

　

長
の
自
己
評
価
と
今
後
の
重
要
施
策
。

○
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
ア注
１

ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

　

の
双
方
向
か
ら
市
内
経
済
活
性
化
を
。

○
企
業
の
海
外
進
出
の
支
援
強
化
。

○
農
業
と
福
祉
の
連
携
・
体
制
強
化
。

○
市
立
病
院
の
院
内
保
育
所
の
一
時
保

　

育
、
病
児
保
育
の
早
期
の
開
所
を
。

○
本
市
の
女
性
、
高
齢
者
な
ど
の
セ注
２

カ

　

ン
ド
キ
ャ
リ
ア
。
雇
用
促
進
策
。

○
児
童
相
談
所
の
職
員
配
置
と
職
員
育

　

成
お
よ
び
警
察
と
の
連
携
強
化
。

○
「
萎
縮
社
会
」
と
言
わ
れ
る
が
、
妊

　

婦
、
高
齢
者
、
子
ど
も
に
優
し
い
仙

　

台
市
を
目
指
す
べ
き
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
県
か
ら
制
度
拡
充
の
方

針
が
示
さ
れ
た
が
、
本
市
独
自
の
助
成

の
在
り
方
と
し
て
、
最
低
限
義
務
教
育

ま
で
の
助
成
拡
充
を
求
め
る
。

　

県
の
制
度
拡
充
の
内
容
を
見
定

め
、
来
年
度
中
の
拡
充
の
実
現
に
向
け

て
、
充
実
し
た
制
度
と
す
べ
く
、
十
分

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

      

            

国
の
緊
急
施
策
を
考
慮
し
た
、

本
市
の
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
積
極

的
な
取
り
組
み
の
促
進
と
、
「
子
ど
も

の
貧
困
」
や
「
発
達
環
境
の
孤
立
」
を

解
決
す
る
た
め
の
踏
み
込
ん
だ
施
策
の

充
実
を
求
め
る
。

　
　
　

詳
細
は
国
の
通
知
を
待
つ
必
要

の
あ
る
施
策
も
あ
る
が
、
国
が
示
し
た

緊
急
対
策
と
し
て
の
方
針
に
基
づ
き
検

討
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の

貧
困
の
問
題
等
に
つ
い
て
は
、
一
歩
踏

み
込
ん
だ
総
合
的
な
支
援
が
必
要
で
あ

り
、
子
ど
も
の
貧
困
に
関
し
て
現
在
行

っ
て
い
る
実
態
調
査
な
ど
を
踏
ま
え
、

よ
り
効
果
的
な
施
策
を
検
討
し
た
い
。

○
希
望
あ
る
復
興
と
心
の
復
興
に
つ
い
て

○
熊
本
地
震
後
の
地
域
防
災
計
画
見
直
し

○
誰
も
が
選
挙
を
身
近
に
感
じ
る
施
策

○
労
働
力
確
保
に
向
け
た
関
係
団
体
と

　

の
連
携

○
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
完
全
実
施
後
の

　

学
校
給
食
の
課
題

○
西
部
地
区
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進

○
「
東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
キ

　

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
へ
の
本
市
の
関
わ
り

○
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
の
円

　

滑
な
運
営

○
円
滑
な
消
防
団
活
動
の
促
進              

            

待機児童解消に向けた積極的な取り組み
の促進を（市内保育所の様子）

本市における認可保育所を希望しながら
入所できない児童数と国定義の待機児童数

1,102 人

213 人

認可保育所申込者数から
入所児童数を引いた人数

(2016 年 4 月 1日現在）

育休中や一時預かり等を除い
ている国定義の待機児童数

民間の力で公園の活性化を（仙台オク
トーバーフェスト開催時の錦町公園）

ＪＲ岩切駅南北自由通路完成イメージ図 仙台を訪れたＧ７各国の財務大臣、
中央銀行総裁


